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2023 年度 第 1 回 ⻑崎⼤学病院医療安全監査委員会 報告書  

  

  当監査委員会は、医療法施⾏規則（昭和２３年厚⽣労働省第５０号）第１５条の４第１項
第２号に基づき、⻑崎⼤学病院における医療安全活動について監査を実施しましたので、以
下のとおり報告します。  
   
１．⽇時：2023 年 9⽉ 1 ⽇（⾦） 13:00-14:05 
２．場所：⻑崎⼤学病院 中央診療棟 4 階 多⽬的研修室・⼿前（対⾯会議） 
３．医療安全監査委員会委員：  

吉村 ⿇⾥⼦（委員⻑、佐賀⼤学医学部附属病院 医療安全管理室・副室⻑） 
川添 志（⼭下・川添総合法律事務所・弁護⼠） 
飯⽥ 由紀⼦（⻑崎⼤学病院 院内ボランティア）  

   
4.監査の⽅法及び結果  
  （1） 医療安全に係る委員会の議事要旨の確認について 

1) 医療安全管理委員会について 
      2022 年度第 11 回-12 回、2023 年度第 1 回-4 回の議事要旨を確認し、職員への質疑応

答をもとに監査を⾏った。インシデントの報告状況を確認し、また主に影響度レベル 3b
以上の事例ではそれぞれの要因や対策、医療安全管理委員会での指摘内容等について確
認した。また、各種モニタリング項⽬や院内ラウンドの結果報告、医療安全に関する院
外からの情報提供などが持続的に⾏われていることを確認した。 

 
〇誤嚥などの対策として、嚥下機能のリスク評価や⾷事形態の整理など、嚥下障害治療
センターの活動に医療安全部⾨も定期的に関わり、数年かけて取り組んでいく構想であ
った。 

 
〇⿇薬に関するインシデントは、軽微な事例も含め全て県に報告し、重要視されてい
た。過去の監査委員会の薬剤部ラウンドでは⿇薬の厳重な管理を確認できたが、インシ
デントが発⽣するのは⿇薬の保管⾦庫から患者へ使⽤するまでの過程であった。運⽤⾯
の対策として、患者へ渡す⿇薬専⽤袋の院内統⼀化や、職員研修等での患者確認の意識
強化、病棟薬剤師と看護師での情報共有の強化などがあった。 

 



〇優良レポートとして未然にエラーを防いだ報告が定期的に表彰されているが、優良レ
ポートを称賛するのみでなく、付随したエラーのレポート報告も促し、多⾓的に検証し
て今後の予防に繋げる⽅向性が⽰されていた。エラーの報告者にペナルティと受け取ら
れないような配慮もなされていた。 

 
〇モニタリングは肺塞栓塞栓症/深部静脈⾎栓症リスク評価率など継続的に取り上げてい
る指標の他、他施設とのデータ⽐較をもとに開始した指標（転倒・転落予防指導の記載
率など）もあった。また、臨床指標のモニタリングは医療の質向上委員会でも⾏われて
いた。 

 
〇院内ラウンドでは全ての病棟・部署を 1 年間で網羅し、リスクマネジャーと医療安全
管理部⾨の職員で公開ラウンドとして決められた⽇に⾏われていた。それとは別に医療
安全管理部⾨を中⼼に、抜き打ちでのラウンドも⾏われていた。 

 
〇⾼難度新規医療技術の同意説明⽂書について、次回審査から事務系職員等が「市⺠の
⽬」でわかりやすいか評価することが予定されていた。 

 
〇急変をより早期に発⾒して対応する Rapid Response System は平⽇⽇勤のみの運⽤
で、⽉ 1-2 件の起動件数であった。Rapid Response System の開始前は集中治療部へ直
接相談する体制で、現在もこの経路を含めると⽉ 10 件以上となる状況であった。 

 
2) 医薬品医療機器等安全管理専⾨委員会について 

   2022 年度第 9 回、2023 年度第 1 回-7 回の議事要旨を確認し、監査を⾏った。 
 

3) 未承認新規医薬品等評価委員会について 
   2022 年度第 2 回の本監査委員会以降の開催はなかったことを確認した。 
 
５．総括 

2023 年度第 1 回監査委員会を開催し、医療安全に係る委員会の確認を中⼼に安全管理に
関する監査を実施した。各委員会は適切に実施されていることが確認できた。改善が望ま
れるのは、Rapid Response System を医師の了承がないと起動できないと思っているスタ
ッフがまだいるという点である。Rapid Response System は発⾜からまだ 1 年ということ
で、起動の障壁が低いことを周知すると更なる活⽤が⾒込める。取り組みが始まり今後期



待されるのは、嚥下障害治療センターと医療安全部⾨の連携や、よりわかりやすい同意説
明⽂書に向けた患者⽬線での評価の取り⼊れである。なお、医療技術によらない「確認の
⽅法」などは今後も院内での認識の統⼀が望まれる。 

2023 年 5 ⽉の新型コロナウイルスの 5 類移⾏により徐々に患者も増加していく中、引
き続き適切な業務遂⾏を期待したい。 
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